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嘉麻市立図書館事業総括表



Ｐｌａｎ

実施目標 実施時期 具体的内容 成　　果 課　　題 自己評価

1

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

①　図書館施
設管理運営事
業

図書館施設管理運
営事業

施設･資料・図書館システムの適切な管理を行
い、利用者が図書館を快適にかつ安心して利用で
きるようにする。
また令和４年度からの指定管理委託において、嘉
麻市教育アクションプランに基づいた適切な運営
が行われるよう確認、協議を行う。

〇4月～3月
〇図書館協議会／
年4回
その他事業詳細、
時期及び回数未定

〇施設の維持管理
〇計画的な資料の購入
〇図書館システムの管理運営
〇移動図書館車の運行
〇図書館だよりの発行
〇図書館協議会の開催
〇図書館職員研修
〇学校図書館司書との意見交換
〇指定管理委託業務の確認及び定期的な協議

図書館事業の詳細は指定管理委託業者と協議後、決定す
る。

○適切な維持管理を行い、安心安全な環境づくりを
行った。
○計画的に資料購入を行い、新刊は書店に出るタイ
ミングで提供するように手順の見直しを行った。
○図書館システムを適切に管理運営し、業務改善に
伴い変更提案も行った。
○移動図書館車は適切に運行した。社会教育係主催
の「はたらく車」に移動図書館車を出張し貸出を実
施。移動図書館車の紹介および展示やクイズを行
い、市民への周知と広報を行った。
○図書館だよりの内容を見直し毎月発行した
○自社の研修システムを全員受講しスキルアップに
努めた。
○学校図書館司書との意見交換は日常的に行ってい
る。

○資料費の有効活用、利用者の利便性の向上のた
め重点収集の周知を強化
○新着資料受入装備作業が利用提供までに時間が
かかる
○除籍時期が統一されていないため県立図書館と
の調整を複数回行っている
○蔵書点検休館の短縮を図る
○選書収集した資料の利用促進
○図書館システムの機能を把握し、仕様改善提案
を行い、業務改善を図る
○移動図書館車ステーション選定、運用の基本的
根拠の確認
○移動図書館車の運休連絡の遅れがＢＭの安定運
行に支障が出る恐れがあるため、連絡体制を再確
認し、周知、協力依頼。
○移動図書館車を活用し地域イベントに参加し図
書館活動の周知
○業務改善を行い作業時間を短縮し、利用者サー
ビスにあてる
○学校司書教諭及び学校司書との研修会の実施。
学校図書館と公共図書館の連携、役割の確認

Ａ

2

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

②　読書活動
推進事業

乳幼児向け読書活
動推進事業

絵本を通じて親子の心のふれあいや子育て支援を
図るとともに、乳幼児期から読書習慣の涵養を図
り、図書館の利用促進を図る。

〇4月～3月
乳幼児向け事業/
詳細及び回数等未
定

〇ブックスタート
〇赤ちゃんタイム
〇絵本ですくすく講座
〇乳幼児向けおはなし会
〇保育所等への出張おはなし会等

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○ブックスタートは４ヵ月健診実施時に健診後の対
象者に絵本を手渡し、フォローアップ事業として絵
本ですくすく講座「心と体をはぐくむ絵本の読み聞
かせ」をテーマにを開催した。子育て支援として、
ブックスタート事業を広く周知する広報を行った。
○赤ちゃんタイムは、乳幼児向けおはなし会のタイ
ミングで実施した。
○保育所等の依頼に応じて出張おはなし会を実施し
た。

○子育て支援として関わり、絵本の力を広く周知
○周囲の大人に対する読書推進活動の充実を図る
○フォローアップ事業の充実
○新型コロナウイルス感染対策後の利用が戻らな
いため、新しい図書館のあり方を検討
○定例のおはなし会にこだわらない読書支援
○子どもが本を選びやすい棚づくり
○特集テーマや装飾に常に変化を加える

Ａ

3

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

②　読書活動
推進事業

児童向け読書活動
推進事業

子どもたちに本に親しむ機会を提供することによ
り、子どもたちの読書習慣の涵養を図り、図書館
の利用を促進する。

〇4月～3月
児童向け事業
/詳細及び回数未
定

〇児童向けおはなし会
〇児童向け映画会
〇小学校、中学校、土曜未来塾等における読み聞かせや
ブックトーク等の実施（朝の読書活動含む）
〇子ども読書の日事業
〇夏休み子ども向けイベント
〇子ども一日図書館員等

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○児童向けに毎月1回工作と合わせて30分程度実
施。読書週間にはスペシャルおはなし会を開催。
○学校連携の一環として要望のあった学校、クラス
への出張を行い、本への興味のきっかけづくりとし
たブックトークを実施。
○学校教育係との連携事業「土曜未来塾」へ出向
き、本との出会いのきっかけになるミニブックトー
クを実施した。
○夏の美術館企画展との連携事業の実施。夏休みに
織田廣喜美術館と市内図書館全館を利用してもらう
取り組みの実施。スタンプラリー、オリジナルバッ
グを作る工作と絵本の読み聞かせ、出張おはなし
会。文化財係との連携事業として、嘉麻市の遺産や
文化を継承していくことを目的に調べる学習講座開
催。
○公民館主催「ときめき」事業に出向きミニブック
トークや工作を行う。
○図書館を活用した学校教育活動支援として、小学
生の仕事体験の受入。図書館の仕事（カウンター・
おはなし会・レファレンス業務）に分かれ、図書館
活動の理解を促す体験を実施。

○読書習慣の定着化を図るため、様々な機会を選
択可能にする環境づくり
○イベント参加から学びや仲間づくりの場と機会
の創出
○授業単元にあわせた資料の提供時期の重複への
対応検討
○学校司書が来館選書の際の手続きの簡略化
○小学生対象の学校連携を、見学から体験の学び
へ、図書館を活用した様々な学びの提案、メ
ニューの作成
○中学生の職場体験を積極的に呼びかけ、目的に
あったプログラムの作成、提案
○朝読、ブックトークの時間減少を補う、読書時
間の提案

Ａ

4

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

②　読書活動
推進事業

一般向け読書活動
推進事業

市民の方が本に親しむ機会を提供し、読書活動の
推進や図書館の利用促進を図る。

〇4月～3月
一般の方を対象と
した事業
/詳細及び回数未
定

〇大人のためのおはなし会
〇図書館教養講座等

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○講座図書館で学ぶお金の話「明るく元気な終活講
座」。秋の読書週間で一般対象に講座を開催。福岡
県金融広報委員会の講師派遣事業を活用し、金融ア
ドバイザーが「老後を明るく過ごすヒント」につい
ての講演を実施。

○様々な場所で開催されるイベントなどに図書館
が関りを持ち、地域や市民と関わりを増やす
○固定化した利用から幅を広げるための講座、イ
ベントの実施
○地域の高校と連携し、職場体験等の受入時期を
調整し受入可能人数の増加を図る
○高校ボランティアの受入体制の整備
○大学生等の実習生が自ら選び学ぶプログラムの
作成
○県立図書館と情報共有や情報交換により、県内
他館との相互貸借関係作業の簡略化を進める
○市民向けの県立図書館の利活用方法を周知し、
幅広く学びの機会を提案する
○連携する機関と相互交流を行い、利用状況や資
料、サービスなどの要望の把握、提案に努める

Ａ

アクション
プラン主要
施策

アクション
プラン施策
内容

アクション
プラン事業
名

個別事業名

令和４年度　嘉麻市教育委員会　生涯学習課事業総括表 【図書館係】
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実施目標 実施時期 具体的内容 成　　果 課　　題 自己評価

アクション
プラン主要
施策

アクション
プラン施策
内容

アクション
プラン事業
名

個別事業名

令和４年度　嘉麻市教育委員会　生涯学習課事業総括表 【図書館係】
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5

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

②　読書活動
推進事業

高齢者向け読書活
動推進事業

高齢者の方が本に親しむ機会を提供し、読書活動
の推進や図書館の利用促進を図る。

時期及び詳細未定 〇他部署で開催される高齢者向け事業において、ブック
リストの配布や図書館利用のPR等を行う

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○講座図書館で学ぶお金の話「明るく元気な終活講
座」。秋の読書週間で一般対象に講座を開催。福岡
県金融広報委員会の講師派遣事業を活用し、金融ア
ドバイザーが「老後を明るく過ごすヒント」につい
ての講演を実施。
○秋の読書週間で全館分の除籍資料を一か所に集め
譲渡会を実施。

○固定化した利用者層、利用方法から幅を広げる
ための講座、イベントの実施
○図書館資料の再利用を譲渡会で行い、市民の学
びの場や機会を広く提供する
○紙の本が読みにくい人にも、必要な情報を収集
する方法の提案、周知を行う。

Ａ

6

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

②　読書活動
推進事業

その他読書活動推
進事業

赤ちゃんから大人まであらゆる世代の方が本に親
しむ機会を提供し、読書活動の推進や図書館の利
用促進を図る。

時期及び詳細未定 〇図書館資料の特集展示
〇本と雑誌のリサイクル市
〇読書講演会
〇秋の読書まつり等

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○選書収集した資料の利用促進のため、棚の配置、
新刊棚の変更、特集企画展示を定期的に実施した。
○資料費の有効活用、利用者の利便性の向上のため
館別の重点収集のポイント、取組みを周知した。
○秋の読書週間で全館分の除籍資料を一か所に集め
譲渡会を実施。譲渡会前には、学校・保育園に事前
配布。
○プログラミングワークショップ ロボット「こく
り」を動かそう開催。秋の読書週間事業に子供向け
の体験型のイベントを実施。学校でも学ぶPCのプロ
グラミングについて基礎を学ぶ機会を提供。
○読書週間には児童向けにスペシャルおは
なし会を開催。

○様々な場所で開催されるイベントなどに図書館
が関りを持ち、図書館に関心を持つ市民を増やす
○固定化した利用から幅を広げるための講座、イ
ベントの実施
○図書館資料の再利用を譲渡会で行う市民の学び
の場を広く提供する

Ａ

7

4　生涯学習の
実現を目指す
社会教育の推
進

（3）図書館の
利用促進

③　図書ボラ
ンティア養成
及び活動支援
事業

読書ボランティア
研修

より充実した読書活動推進のための事業展開を図
るため、読書ボランティアの養成及び支援を行
う。

時期及び回数未定 〇読書ボランティアスキルアップ研修
〇新規ボランティア養成講座等

詳細は指定管理委託業者と協議後、決定する。

○秋の読書週間でボランティア養成講座として、童
心社の紙芝居アドバイザー派遣事業を活用し、紙芝
居の魅力や演じ方の講座を実施。

○ボランティア活動の場の提供
○新規ボランティアの育成
○市民主導で文化を育てるためのボランティア活
動の場を創出

Ａ
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